
生き物がプラスチックをエサと間違
ま ち が

えて食べることで、生き物の体が傷
きず

つき、最悪
さいあく

の場合には

生き物が死
し

ぬこともあります。まずはプラスチックをきちんと資源
し げ ん

として分けることを心がけ、海

に流れることのないよう、落ちているごみを拾
ひろ

いましょう！ 

そもそもごみを出さな

いようにする工夫に

3R(スリーアール)が

あります。 

3R を意識
い し き

して、みん

なで町からごみを 

減
へ

らしていこう！ 

 

他にも、環境
かんきょう

のため

にできることをうら面

で一緒に考えてみよ

う！ 

発行・編集・問い合わせ：二宮町町民部生活環境課 ℡0463-71-5879 

 

わたしたちのまわりには、ペットボトルやレジぶくろといったプラスチックのものがたくさんありま

す。二宮町では、   マークがついているプラスチックでできたものは、「容器
よ う き

包
ほう

装
そ う

プラスチック」

として集
あつ

め、きちんと処理
し ょ り

することで資源
し げ ん

にリサイクルしています。しかし、ポイ捨
す

てなどできちん

と集
あつ

められなかったプラスチックは、自然の中に分解
ぶんかい

されず、川などを通じて海にまで流れ、海を

漂
ただよ

うごみになってしまいます。 

３～６年生向け(おもて) 

出典：環境省 平成 29年度漂着ごみ対策総合検討業務 

使う資源
し げ ん

やごみの

量を減
へ

らすこと 

ものをくり返し
使うこと 

使い終わったものを 

資源
しげん
として再

ふたた

び利
用すること 

ボロボロになったペットボトル 

砂浜で見つかった小さなプラスチック 

「マイクロプラスチック」 

5mmより小さなプラスチックのこと 

小さな破片（は

へん）になる 

さまざまな動物がエサと

間違えて食べてしまう 



開催中

－ 二宮町 町民部 生活環境課 －

こども版気候市民会議こども版気候市民会議
の活動報告

現在、二宮町では、小学４年生～中学3年生を対象に、こども版気候市民会議（全4回）を

開催しており、 17人の子どもたちと共に地球温暖化対策について、様々な視点で学んでいま

す！

第１回・第２回では、環境工作体験、自然探検ツアーなどの体験を通じて、 エネルギーや自

然環境の大切さ、生物多様性の重要性などについて考えてもらいました！

第３回と第4回は、ここまでの学びを活かしてみんなで「地球温暖化対策で、どんなことがで

きるのか」をまとめていきます！

まとめた結果を皆さんにも共有するので、ぜひ皆さんも自分のできることを考えてみましょう！

８月24日（日）に4回目を開催しますので、興味がある方は、ぜひ見学に来てください！

第1弾（5月18日）実施

山林整備で出た間伐材（竹）を活用した工作体験

（ソーラー竹灯篭づくり）や座学を通じ、地球温暖

化の現状を学びました。

第２弾（６月７日）実施

一色地区にある自然との共生を目指した農場や再生

可能エネルギー施設を探索し、地球温暖化緩和策・対

応策のほか、生物多様性の大切さや自然の恵みの素

晴らしさと自然との共生の難しさを学びました。

第1回と第2回の様子

町ホームページはこちら


